
寺子小学校1・2年生と高齢者との交流。昔の遊びをたくさん教わりました。（平成27年1月23日撮影）

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
26
年
第
4
回
那
須
塩
原
市
議
会
定
例

会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
19

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
平
成
26
年
度
補
正
予
算
案
件

11
件
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
案
件
8

件
、
報
告
案
件
3
件
、
そ
の
他
の
案
件
7
件

の
合
計
29
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
条
例
の
一
部
改
正
案
件
1

件
、
意
見
書
提
出
案
件
2
件
、
報
告
案
件
2

件
の
合
計
5
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
日
程

11
月
28
日（
金
）本
会
議

　
　
　
　
　
　
（
開
会
・
議
案
の
提
案
説
明
等
）

12
月
2
日（
火
）本
会
議（
会
派
代
表
質
問
・
3
人
）

　
　

3
日（
水
）本
会
議（
市
政
一
般
質
問
・
4
人
）

　
　

4
日（
木
）本
会
議（
市
政
一
般
質
問
・
4
人
）

　
　

5
日（
金
）本
会
議（
市
政
一
般
質
問
・
4
人
）

　
　

8
日（
月
）本
会
議（
市
政
一
般
質
問
・
3
人
・

　
　
　
議
案
質
疑
・
議
案
等
の
委
員
会
へ
の
付
託
）

　
　

9
日（
火
）〜
11
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

委
員
会（
付
託
議
案
等
審
査
）

　
　

15
日（
月
）委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
予
算
常
任
委
員
会
全
体
会
）

　
　

16
日（
火
）本
会
議

　
　
　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
・
採
決
・
閉
会
）

2 4
5

6
8
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議会報告会　　　　　議案の審議結果　　
各議員の議案に対する賛否の状況
討論　　　　　委員会の主な審査
ここが聞きたい！～会派代表質問＆市政一般質問～
市議会レポート　　　　　市議会って？Ｑ＆Ａ～一般質問とは？～

議会報告会　　　　　議案の審議結果　　
各議員の議案に対する賛否の状況
討論　　　　　委員会の主な審査
ここが聞きたい！～会派代表質問＆市政一般質問～
市議会レポート　　　　　市議会って？Ｑ＆Ａ～一般質問とは？～

7

※寺子小学校は平成27年4月に鍋掛小学校に統合し廃校になります。
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串

釧

櫛

屑

虞虞

遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

①
西
那
須
野
公
民
館

　

テ
ー
マ「
子
育
て
で
地
域
づ
く
り
」

　

那
須
塩
原
市
議
会
は
昨
年　

月
に
第
4

11

回
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市

内
3
会
場
に
、
延
べ　

名
の
方
の
ご
参
加

91

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
参
加
者
か
ら

い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に

し
て
毎
回
改
良
を
加
え
て
い
ま
す
。
議
会

活
動
の
報
告
で
は
、
前
回
好
評
だ
っ
た
ス

ク
リ
ー
ン
に
資
料
な
ど
を
映
し
な
が
ら
の

報
告
を
増
や
し
、
意
見
交
換
で
は
、
会
場

ご
と
に
話
題
性
や
地
域
性
の
高
い
テ
ー
マ

を
設
け
て
、
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
約
2
時
間
の
中
で
多
く
の

質
問
や
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
熱
気
の

あ
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
質

問
や
ご
意
見
、
ご
要
望
は
、
市
議
会
と
し

て
の
取
り
扱
い
方
針
を
検
討
し
、
今
後
の

市
政
や
議
会
活
動
に
反
映
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
中
心

に
会
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
各
会
場
の

報
告
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11月17日捷　西那須野公民館　参加者27名

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告

議
会
報
告
会会会会会会会会会会会
ををををををををををを
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし

開
催
し
ま
し
たたたたたたたたたたた

会会会会会会会会会会
場場場場場場場場場場
ごごごごごごごごごご
とととととととととと
にににににににににに
設設設設設設設設設設
けけけけけけけけけけ
たたたたたたたたたた
テテテテテテテテテテ
ーーーーーーーーーー
ママママママママママ
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて
、、、、、、、、、、皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
様様様様様様様様様様
のののののののののの
ごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見
をををををををををを
おおおおおおおおおお
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
きききききききききき
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

会
場
ご
と
に
設
け
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。。。。。。。。。。。

学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
や
通
学
路
の
防

犯
灯
も
大
切
だ
が
、
地
域
の
大
人
に

よ
る
見
守
り
も
よ
い
。
子
ど
も
の
不
安
解

消
や
情
緒
安
定
に
つ
な
が
り
、
高
齢
者
が

地
域
に
貢
献
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
な

る
。 意見

議 会 報 告 会

学
校
給
食
の
使
用
食
材
は
も
っ
と
き

ち
ん
と
市
が
管
理
す
べ
き
。
調
理
員

や
管
理
栄
養
士
を
増
や
し
、
新
庁
舎
を
建

て
る
前
に
各
学
校
に
調
理
場
を
つ
く
っ
た

ほ
う
が
よ
い
。

意見
市
内
に
は
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て

い
る
部
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
は
市
の

宣
伝
に
も
な
る
た
め
、
遠
征
費
用
な
ど
の

助
成
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

意見

高
齢
者
も
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
で
い
る
。
若
い
世
代
か
ら
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
れ
ば

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
で
応
援
で
き
る
こ
と

も
あ
る
。

意見
保
育
園
の
待
機
児
童
が
い
る
こ
と
を

初
め
て
知
っ
た
。
一
方
で
幼
稚
園
は

定
員
を
割
っ
て
い
る
と
聞
い
て
も
一
般
の

感
覚
で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
が
、
解
消
の
た

め
に
市
も
議
員
も
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。

意見
教
育
と
仕
事
が
あ
る
と
こ
ろ
に
人
は

集
ま
る
。
教
育
は
人
が
移
住
し
て
く

る
理
由
に
な
り
得
る
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
と
っ
て
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と

は
重
要
だ
。

意見
黒
磯
駅
前
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に

は
異
論
は
な
い
と
思
う
。
大
い
に
、

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
進
め
て
ほ
し
い
。
た

だ
、
駅
前
の
集
客
に
は
周
辺
地
区
の
人
口

減
少
の
歯
止
め
策
に
も
合
わ
せ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

意見

駅
前
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
ハ
ー

ド
整
備
よ
り
も
、
ソ
フ
ト
面
で
人
を

集
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が
重
要
。

意見
例
え
ば
、
昔
の
映
画
を
放
映
す
る
名

画
座
の
よ
う
な
映
画
館
を
作
れ
ば
遠

方
か
ら
も
人
は
集
ま
る
と
思
う
。
そ
ん
な

市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
上
手
に
募
る
方
法
も

考
え
て
ほ
し
い
。

意見
き
れ
い
で
近
代
的
な
も
の
よ
り
、
古

い
町
並
み
に
温
か
さ
が
あ
る
。
明
治

創
業
の
店
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
を

残
し
な
が
ら
う
ま
く
生
か
し
た
ら
よ
い
と

思
う
。

意見
高
い
集
客
力
を
持
つ
図
書
館
か
ら
交

流
セ
ン
タ
ー
に
人
が
流
れ
る
よ
う
に

同
じ
建
物
か
隣
接
が
よ
い
と
思
う
。

意見

11月18日昇　稲村公民館　参加者30名

串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞

遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

②
稲
村
公
民
館

　

テ
ー
マ「
み
ん
な
で
語
ろ
う

　
　
　
  　
  
黒
磯
駅
前
を
元
気
に
！
」
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議 会 報 告 会

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

参
加
し
た　

人
の
う
ち
、　

人
か
ら
ア
ン

91

54

ケ
ー
ト
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
回

収
率　

％
）。

59

《
参
加
者
の
声
》

○
資
料
は
わ
か
り
や
す
く
で
き
て
い
る
と

思
う
。

○
議
会
の
結
果
報
告
だ
け
で
な
く
、
項
目

を
絞
っ
て
審
議
の
経
過
と
ポ
イ
ン
ト
を

報
告
し
て
ほ
し
い
。

○
説
明
・
応
答
に
議
員
個
々
の
資
料
不
足

を
感
じ
た
。

○
庁
舎
建
設
に
関
し
て
、
執
行
部
の
代
弁

の
よ
う
な
答
弁
が
あ
っ
た
。
議
会
の
考

え
が
聞
き
た
か
っ
た
。

○
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
小
グ
ル
ー
プ
で
の

議
論
は
と
て
も
良
い
と
思
う
。

○
若
い
世
代
が
と
て
も
前
向
き
で
元
気
な

発
言
を
し
て
い
て
小
気
味
よ
か
っ
た
。

最
低
一
人
一
言
は
発
言
の
機
会
が
あ
る

と
よ
い
と
思
う
。

○
初
の
試
み
だ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
の
討

議
は
、
大
変
親
近
感
の
あ
る
改
革
で
あ

り
発
案
者
に
感
謝
。

○
参
加
者
の
発
言
は
時
間
制
限
を
し
て
は

ど
う
か
。

○
報
告
会
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
が
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
か
説
明
が
あ
る
と
よ

い
。

○
回
数
を
重
ね
て
い
け
ば
さ
ら
に
充
実
し
、

質
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

前回とほぼ同じ結果です。
今回の反省を生かし、内容
の充実に工夫を重ねます。

内容はわかりやすかったですか？

わかりや
すかった
54％

わかりに
くかった
7％

どちらとも
いえない
32％

不明
7％

今回はチラシのデザインを
変えました。1会場あたり
の参加者は倍増しました。

開催を何で知りましたか？

各戸配布
チラシ
43％

議会だより
12％

市広報
16％

ポスター
2％

ホーム
ページ
3％ 議員・知人

からの紹介
21％

その他
3％

多くの方に評価していただ
きました。さらに質を高め
るよう努めます。

今回の報告会の評価は？

評価する
72％評価

しない
2％

どちらとも
いえない
20％

不明　6％

　

次
回
の
議
会
報
告
会
は
5
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
跡
地
が
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
に
な
る
と
聞
い

て
い
る
。
で
き
れ
ば
「
天
皇
の
間
」
を
戻

し
て
ほ
し
い
。

意見
知
名
度
を
上
げ
、
来
客
を
増
や
す
た

め
に
は
、
平
日
（
月
～
木
曜
）
を
い

か
に
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
絡
め
る
か
。

ま
た
、
温
泉
病
院
と
の
連
携
を
ど
う
作
り

上
げ
る
か
だ
と
思
う
。

意見
県
内
に
は
高
技
術
を
持
っ
た
工
場
が

あ
り
、
ア
ジ
ア
に
多
く
の
製
品
を
輸

出
し
て
い
る
。
外
国
人
誘
客
も
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
絡
め
、
健
康
診
断
が
受
け

ら
れ
る
環
境
作
り
と
ア
ジ
ア
へ
の
セ
ー
ル

ス
活
動
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

意見 串

釧

櫛

屑

虞虞

遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

③
塩
原
公
民
館

　

テ
ー
マ「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」11月20日昭　塩原公民館　参加者34名

2
0
0
8
年
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に

関
わ
っ
た
。
医
師
不
足
や
旅
館
の
負

担
な
ど
の
課
題
と
と
も
に
予
防
医
療
の
効

果
も
実
感
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー

や
通
年
提
供
は
無
理
で
も
、
部
分
的
な
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
。

意見串

釧

櫛

屑

虞虞

遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

テ
ー
マ
以
外
に
関
す
る
ご
意
見
も

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
除
染
費
用
が

国
か
ら
交
付
金
と
し
て
戻
っ
て
き
た

よ
う
だ
。
そ
の
お
金
で
、
除
染
を
し
て
も

放
射
線
量
が
下
が
っ
て
い
な
い
世
帯
へ
の

対
策
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

意見
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
自
治
体
が

増
え
て
お
り
、
解
体
撤
去
の
行
政
代

執
行
ま
で
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
も

早
急
に
条
例
整
備
や
制
度
づ
く
り
に
取
り

組
む
べ
き
。

意見
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、
高
齢
者

や
要
支
援
者
が
ど
こ
に
ど
う
い
う
状

態
で
い
る
か
実
情
が
わ
か
る
仕
組
み
や
助

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
し
っ
か
り
進
め

て
ほ
し
い
。

意見
塩
原
地
区
で
は
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

が
か
な
り
ひ
ど
い
状
況
で
、
電
気
柵

の
整
備
な
ど
を
し
て
も
追
い
つ
か
ず
、
農

家
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
。
観
光
地
と
し

て
実
害
の
危
険
性
も
あ
る
た
め
、
現
状
を

踏
ま
え
て
獣
害
対
策
を
重
点
的
に
や
っ
て

ほ
し
い
。

意見
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議案の審議結果
　本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。
　【会期：11月28日～12月16日】

結　　果件　　　　　　名議案番号

可決平成26年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）6議案第71号

可決平成26年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）7議案第72号

可決平成26年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第　号）2議案第73号

可決平成26年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第　号）2議案第74号

可決平成26年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第　号）2議案第75号

可決平成26年度那須塩原市下水道事業特別会計補正予算（第　号）2議案第76号

可決平成26年度那須塩原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第　号）2議案第77号

可決平成26年度那須塩原市温泉事業特別会計補正予算（第　号）2議案第78号

可決平成26年度那須塩原市水道事業会計補正予算（第　号）2議案第79号

可決那須地域定住自立圏共生ビジョン懇談会条例の制定について議案第80号

可決那須塩原市子ども未来基金条例の制定について議案第81号

可決那須塩原市工場立地法地域準則条例の制定について議案第82号

可決組織機構改革に伴う関係条例の整備等について議案第83号

可決那須塩原市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正について議案第84号

可決那須塩原市職員の給与に関する条例等の一部改正について議案第85号

可決那須塩原市国民健康保険条例の一部改正について議案第86号

可決那須塩原市営住宅条例の一部改正について議案第87号

可決大田原市との間において那須地域定住自立圏形成協定を締結することについて議案第88号

可決那須町との間において那須地域定住自立圏形成協定を締結することについて議案第89号

可決那珂川町との間において那須地域定住自立圏形成協定を締結することについて議案第90号

可決公の施設の指定管理者の指定について議案第91号

可決黒磯那須共同火葬場組合規約の変更について議案第92号

可決新市建設計画の変更について議案第93号

可決平成26年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）8議案第94号

可決土地改良事業の施行について議案第95号

承認
専決処分の承認を求めることについて〔平成26年度那須塩原市一般会計補正
予算（第　号）〕5

承認第　号6

可決那須塩原市議会委員会条例の一部改正について発議第17号

可決米価下落に対する緊急対策措置を求める意見書の提出について発議第18号

可決労働者保護ルール見直しに関する意見書の提出について発議第19号

平成26年第4回定例会
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平成26年第4回定例会

【請願・陳情は、次の要領で提出してください。】
◎あて先（那須塩原市議会議長あて）、提出年月日、及び趣旨・理由等を簡潔に書いてください。
◎住所・氏名をはっきり書いて、必ず押印してください。
◎請願を提出する場合は、様式に従って紹介議員（那須塩原市議会議員）の記名押印が必要となっ
ています。
◎請願者・陳情者が多数のときは、代表者を決めてください。

※受理されたものは、関係する委員会（総務企画・福祉教育・産業環境・建設水道等）で審査をいたしま
すので、複数の項目にわたる場合は、別々の請願・陳情として提出していただくことがあります。
※必要により図面（その他資料）を添付してください。

各議員の議案に対する賛否の状況
　賛否の分かれた案件のみ記載しています。そのほかの案件は全員賛成で可決されました。

採　

決　

結　

果

日
本
共
産
党

か

が

や

き

 
敬  

清 

会

け
い 

せ
い

 
志  

絆 

の

会

し 

は
ん

公
明
ク
ラ
ブ

 
五  
峰 
ク
ラ
ブ

ご 

ほ
う

 
T
E
A
M 
那
須
塩
原

チ　

ー　

ム

会派名・
議員名 

議　案

高
久　

好
一

山
本
は
る
ひ

藤
村
由
美
子

相
馬　

義
一

大
野　

恭
男

植
木　

弘
行

眞
壁　

俊
郎

鈴
木　

伸
彦

平
山　

啓
子

吉
成　

伸
一

鈴
木　
　

紀

星　
　

宏
子

玉
野　
　

宏

若
松　

東
征

金
子　

哲
也

齋
藤　

寿
一

磯
飛　
　

清

中
村　

芳
隆

人
見　

菊
一

君
島　

一
郎

松
田　

寛
人

伊
藤　

豊
美

櫻
田　

貴
久

佐
藤　

一
則

齊
藤　

誠
之

相
馬　
　

剛

可
決×○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長○○○○○○○○

議案第85号
那須塩原市職員の給与に
関する条例等の一部改正
について

採
択○○○○○○○○××××○○○○○

議
長××××××××

陳情第　号9
労働者保護ルールの見直
しに関する意見書の採択
を求める陳情書

可
決○○○○○○○○××××○○○○○

議
長××××××××

発議第19号
労働者保護ルール見直し
に関する意見書の提出に
ついて

【○】は賛成　　【×】は反対　　【欠】は欠席　　【不】は不在席

請願・陳情審議結果
　12月定例会で審議された陳情の結果は次のとおりです。

結　果提出者住所・氏名件　　　　　名受理年月日区分

不採択
宇都宮市兵庫塚　丁目10－303
　全栃木教職員組合
　執行委員長　篠原　章彦

集団的自衛権行使容認に反対する国へ
の意見書提出を求める陳情

H26.10.　2
（第　号）8

陳情

採択
大田原市本町　－2704－621
　連合栃木那須地域協議会
　議長　木下　敏彦

労働者保護ルールの見直しに関する意
見書の採択を求める陳情書

H26.11.12
（第　号）9
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市
は
、
地
域
で
中
小
企
業
の
あ
り
方
の

お
手
本
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
国
の
押
し

つ
け
で
民
間
と
給
与
引
き
下
げ
競
争
を
繰

り
返
し
て
い
て
よ
い
の
か
。

　

基
本
給
は
引
き
上
げ
ず
、
手
当
は
市
の

都
合
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
勤
労
者

は
安
定
し
た
生
活
は
で
き
な
く
な
り
、
将

来
の
退
職
金
や
年
金
ま
で
減
額
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

■
議
案
第　

号　

那
須
塩
原
市
職

85

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

反　

対

　

I
L
O
な
ど
国
際
的
な
流
れ
に
逆
ら
う

安
倍
政
権
の
姿
勢
は
異
常
で
あ
り
、
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
に
続
き
、
長
時
間
労
働

を
野
放
し
に
す
る
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
の
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
プ
シ
ョ
ン
や
、
金

さ
え
払
え
ば
「
解
雇
の
自
由
化
」
も
合
わ

せ
て
行
お
う
と
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
を
模
倣
す
る
時
代
遅
れ
の
政

策
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

賛　

成

　

今
、
稲
作
農
家
は
大
変
困
窮
し
て
い
る
。

平
成　

年
産
米
に
対
す
る
概
算
金
が
前
年

26

に
比
べ
て
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め

で
、
概
算
金
と
は
い
え
、
こ
れ
で
は
農
家

は
再
生
産
で
き
ず
、
日
常
生
活
に
も
支
障

を
き
た
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
国
に
緊

急
措
置
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
発
議
第　

号　

米
価
下
落
に
対

18

す
る
緊
急
対
策
措
置
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

 
伊  
藤 　
 
豊  
美 　

議
員

い 
と
う 

と
よ 
み

賛　

成

討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論

■
発
議
第　

号　

米
価
下
落
に
対
す
る

18

緊
急
対
策
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

産
業
環
境
常
任
委
員
会
か
ら
の
提
案

が
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策

措
置
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し

ま
し
た
。 意

見

書

―
意
見
書
要
旨
―

　

稲
作
農
家
が
安
心
し
て
生
産
に
取
り

組
み
、
国
民
に
安
定
し
た
食
料
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
米
価
下
落

へ
の
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

雇
用
社
会
日
本
の
主
人
公
で
あ
る
雇
用

労
働
者
が
、
安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な
処

遇
の
下
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
若
い
人
の

結
婚
、
出
産
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
日

本
経
済
社
会
の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に

賛
成
す
る
。

■
陳
情
第
9
号　

労
働
者
保
護
ル

ー
ル
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

 
眞  
壁 　
 
俊  
郎 　

議
員

ま 
か
べ 

と
し 
ろ
う

賛　

成

【意見書とは？】
　議会は、その地方公共団体
の公益に関することである限
り、国会または、国・県など
の関係行政庁に議会の意思を
まとめた文書を「意見書」と
して提出することができます。
　議会には法人格がないため、
請願を行う権利はありません
が、その代わりに意見書の提
出が認められています。

議会用語解説

■
発
議
第　

号　

労
働
者
保
護
ル
ー
ル

19

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

陳
情
第
9
号
を
採
択
し
、
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
を

国
に
提
出
し
ま
し
た
。

―
意
見
書
要
旨
―

　

働
く
者
の
う
ち
約
9
割
が
雇
用
関
係

の
下
で
働
く
雇
用
社
会
に
お
い
て
、
雇
用

労
働
者
が
安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な
処

遇
の
下
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

【会議録検索システム】【会議録検索システム】稼働中！稼働中！【会議録検索システム】【会議録検索システム】【会議録検索システム】稼働中！稼働中！稼働中！
　会議録検索システムとは、定例会や臨時会の
本会議における発言内容を、「開催年」や「キー
ワード」、「発言者」などで簡単かつ迅速に見つけ
出すことができるものです。
　会議録検索システムは、市議会ホームページ
からご利用できます。
http://www.city.nasushiobara.lg.jp

【討論とは？】
　議題となっている案
件について、採決前に
「賛成」か「反対」か
の意見を表明し、賛同
者を得るために、意見
の異なる相手を自分の
意見に同調させようと
努めることです。

議会用語解説
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■
平
成　

年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

26

正
予
算
（
第
7
号
）人

事
院
勧
告
及
び
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
過
不
足
調
整
、

国
・
県
支
出
金
の
決
定
等
に
伴
う
予
算
の

調
整
、
年
度
内
に
不
足
す
る
経
費
、
喫
緊

の
課
題
等
へ
の
対
応
に
要
す
る
経
費
の
追

加
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
行
う
も
の
。

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

予予
算算
常常
任任
委委
員員
会会

合
併　

周
年
記
念
事
業
や
定
住
促

10

進
事
業
な
ど
、
来
年
度
以
降
の
事
業
に
備

え
蓄
え
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
額　

億
円
を
超
え
る
財
政
調
整

50

基
金
は
多
す
ぎ
な
い
か
？

質
疑

答
弁

接
続
件
数
も
増
加
し
て
い
る
が
、
農
業

集
落
排
水
に
つい
て
は
不
明
水
的
な
も
の
が
あ
り
、

雨
の
影
響
な
ど
で
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

電
気
料
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
、

接
続
件
数
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
か
？

質
疑

答
弁

小
学
校
の
場
合
に
は
対
象
外
に
な

る
。
中
学
校
は
、
関
東
大
会
や
全
国
大
会

も
あ
る
た
め
対
象
に
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
等
振
興
事
業
補
助
金
で
、

宿
泊
費
は
対
象
外
に
な
る
の
か
？

質
疑

答
弁

音
と
光
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
や
、

黒
磯
駅
前
と
黒
磯
文
化
会
館
で
同
時
に
行

う
も
の
を
計
画
し
て
い
た
。

答
弁

環
境
、
観
光
、
公
共
交
通
の
分
野

に
関
わ
る
方
で
、
那
須
地
域
圏
内
の
方
を

中
心
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

懇
談
会
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
考
え
は
あ
る
か
？

質
疑

答
弁

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

総総
務務
企企
画画
常常
任任
委委
員員
会会

基
金
の
制
定
に
よ
り
、
待
機
児
童

の
解
消
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
に
対
し
、

本
市
で
は
そ
れ
な
り
の
対
応
が
可
能
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
国
は
、
消

費
税
を
こ
の
問
題
解
消
の
原
資
と
考
え
て

い
る
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
ま
た
足
り
な
い

時
が
訪
れ
る
。
今
回
の
措
置
は
、
決
し
て

ず
れ
た
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
時

勢
に
あ
っ
た
対
応
だ
と
思
っ
て
い
る
。

意
見

■
那
須
塩
原
市
子
ど
も
未
来
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

福福
祉祉
教教
育育
常常
任任
委委
員員
会会

委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会
のののののののののの
主主主主主主主主主主
なななななななななな
審審審審審審審審審審

委
員
会
の
主
な
審
査査査査査査査査査査査

委
員
会
の
主
な
審
査

〈
議
案
の
概
要
〉

中
止
す
る
こ
と
に
し
た
「
ま
ち
な

か
元
気
ア
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
当
初

ど
の
よ
う
な
内
容
で
計
画
し
た
か
？

質
疑

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

■
平
成　

年
度
那
須
塩
原
市
農
業
集
落
排

26

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

人
事
院
勧
告
及
び
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
過
不
足
調
整
、
並

び
に
施
設
維
持
管
理
費
の
不
足
見
込
み
の

た
め
に
必
要
な
予
算
措
置
を
行
う
も
の
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

■
那
須
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

懇
談
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
圏
域
の
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
意

見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
懇
談
会

を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

充
実
し
た
子
育
て
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
、
教
育
・
保
育
施
設
等

の
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保
を
目
的
に
基

金
を
設
置
す
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

条
例
制
定
に
よ
る
規
制
緩
和
に
よ

り
、
工
場
等
拡
張
工
事
の
申
請
は
、
あ
る

程
度
出
て
く
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
？

質
疑

数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

条
例
が
公
布
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
取
り

か
か
り
た
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

答
弁

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

■
那
須
塩
原
市
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

産産
業業
環環
境境
常常
任任
委委
員員
会会

特
定
工
場
の
緑
地
面
積

率
等
を
緩
和
し
、
工
場
敷
地
の
有
効
活
用
、

設
備
投
資
の
促
進
に
よ
る
経
済
活
性
化
を

図
る
た
め
、
準
則
条
例
を
制
定
す
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

建建
設設
水水
道道
常常
任任
委委
員員
会会

■
那
須
塩
原
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
管
理
を
指
定

管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
、
連
帯
保
証
人
の
居

住
地
等
の
条
件
を
緩
和
す
る
た
め
に
改
正
す
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

増
加
人
数
は
正
確
に
わ
か
ら
な
い

が
、
入
居
者
数
が
増
え
る
と
考
え
て
い
る
。

連
帯
保
証
人
の
条
件
緩
和
に
よ
り
、

入
居
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
か
？

質
疑

答
弁

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉
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那須塩原市議会だより №５６
平成２７年２月２０日発行

インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！I N F O R M A T I O N

各議員の質問内容は、市議会ホームページからご覧いただくことができます。本会議中は生中継も配信してい
ますので、ぜひご利用ください。【12月定例会インターネット中継アクセス数　のべ　1,567人】

12月2日に会派代表質問、3日から5日及び8日までの4日間に市政一般質問が行われました。
それぞれの議員の様々な課題に対する活発な質問内容の一部を要約し掲載いたします。
なお、各議員の掲載内容は、質問した議員自らが項目・問答の内容を選定しています。

●会派代表質問に3会派、市政一般質問に15議員

12月2日
□1 　公明クラブ　【鈴木　　紀 議員】　 …………………………………………………………   9

⑴那須塩原市の将来像をどう描き進めていくのかについて
□2 　志絆の会　　【眞壁　俊郎 議員】　 …………………………………………………………   9

⑴平成27年度当初予算編成について　⑵黒磯駅周辺地区都市再生整備計画について
⑶総合計画実施計画（平成27〜28年度）について

□3 　敬清会　　　【相馬　義一 議員】　 ………………………………………………………… 10
⑴平成27年度実施計画と予算編成方針について　⑵固定資産税の課税について
⑶教育行政について　⑷農業行政について　⑸那須塩原駅前周辺整備について

12月3日
①　佐藤　一則 議員　 …………………………………………………………………………… 10

⑴奨学資金制度について　⑵農業政策について
②　磯飛　　清 議員　 …………………………………………………………………………… 11

⑴広域行政について　⑵放射性物質除染と震災復興特別交付税について
⑶市職員の再任用について　⑷高齢者福祉施策について

③　山本はるひ 議員　 …………………………………………………………………………… 11
⑴那須塩原市誕生10周年記念事業について　⑵黒磯駅周辺地区都市再生整備計画について
⑶那須塩原市スポーツ施設整備計画について　

④　藤村由美子 議員　 …………………………………………………………………………… 12
⑴自然にも人にもやさしい那須塩原で子どもたちを育むために
⑵子ども・子育て支援新制度について

12月4日
⑤　大野　恭男 議員　 …………………………………………………………………………… 12

⑴高齢者福祉事業について
⑥　櫻田　貴久 議員　 …………………………………………………………………………… 13

⑴観光振興の推進について　⑵シティプロモーション戦略の推進について
⑶那須塩原市の野球場とソフトボール場の整備について　⑷那須地域広域消防運営計画について

⑦　若松　東征 議員　 …………………………………………………………………………… 13
⑴スポーツイベント等を利用した観光誘客について

⑧　相馬　　剛 議員　 …………………………………………………………………………… 14
⑴スポーツ少年団の全国大会等に出場する場合の費用補助について
⑵施設の指定管理者制度について

12月5日
⑨　齋藤　寿一 議員　 …………………………………………………………………………… 14

⑴子ども未来部の創設について　⑵くろいそ運動場本球場について
⑩　金子　哲也 議員　 …………………………………………………………………………… 15

⑴中学生のオーストリア・リンツ派遣について　⑵要支援児童、児童放課後応援事業について
⑶彫刻家「南庄作翁」の顕彰について

⑪　星　　宏子 議員　 …………………………………………………………………………… 15
⑴聴覚障がい者のバリアフリーについて　⑵噴火に対する危機管理について
⑶エボラ出血熱対策について

⑫　高久　好一 議員　 …………………………………………………………………………… 16
⑴学校図書館・図書室の職員について　⑵子ども子育て新支援制度の進捗について
⑶防災行政について　⑷障害者差別解消法の実施に向けて

12月8日
⑬　齊藤　誠之 議員　 …………………………………………………………………………… 16

⑴小規模企業振興基本法、小規模支援法について　⑵まちなか創出について
⑭　平山　啓子 議員　 …………………………………………………………………………… 17

⑴ボランティア・ポイント制度について　⑵子育て支援の一環としての不育症対策について
⑶女性の希望実る社会にするための取り組みについて

⑮　玉野　　宏 議員　 …………………………………………………………………………… 17
⑴那須地域定住自立圏構想を踏まえた市の将来像について
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-会派代表質問（公明クラブ）

-会派代表質問（志絆の会）

女
性
が
産
み
育
て
る
環
境
を
ど
う
考

え
、
構
築
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　

平
成　

年
4
月
の
施
行
に
向

27

け
て
、
子
ど
も
未
来
基
金
の
設
置
、

子
ど
も
未
来
部
を
創
設
し
て
、
子
育
て
環

境
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

平
成　

年
4
月
以

27

降
、
子
ど
も
未
来
部
の
創
設
を
契
機

に
、
支
援
計
画
を
策
定
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

人
材
育
成
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

今
後
の
大
き
な
課
題
の
一

つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
適
切

な
資
質
を
持
っ
た
人
材
の
配
置
が
、
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
が　

歳
以
上
に

75

な
る
、
2
0
2
5
年
問
題
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
整
備
、
地
域
住
民
主
体
で
見
守
り
活
動

を
行
う
集
い
の
場
を
充
実
さ
せ
る
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
、
第
6
期
高
齢
者
福
祉
計
画
の
中
で
政

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

１

那
須
塩
原
市
の
将
来
像
を
、
ど
う
描

き
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　

本
市
が　

年
後
、　

年
後
に
、

30

40

県
北
の
中
核
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
に

な
っ
て
い
る
よ
う
、
未
来
へ
の
投
資
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
独
自
の
目
玉
に
な
る
具
体
的
な

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

英
語
教
育
の
充
実
、
I

C
T
を
活
用
し
た
教
育
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、

那
須
塩
原
駅
東
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

子
育
て
応
援
券
の
発
行
等
も
計
画
し
て
い

る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

企
画
部
長　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で

あ
ろ
う
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
集
落
と

集
落
を
つ
な
ぐ
交
通
の
あ
り
方
も
、
今
後

の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

鈴木鈴木　　紀紀 議員議員

問答 問答

問

那
須
塩
原
市
誕
生　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

10

具
体
的
な
将
来
像
と
施
策
を
ど
う
進
め
る
か

答問答

市
長　

本
計
画
の
目
標
は
、
都
市
機

能
の
向
上
に
よ
る
持
続
可
能
な
中
心

市
街
地
黒
磯
の
再
興
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
図
書
館
の
整
備
に
よ
る
拠
点
性

の
向
上
、
交
流
広
場
や
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
整
備
に
よ
る
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
再

生
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
に
よ
る
交
通

結
節
機
能
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
の
重
点
事

27

28

業
、
新
規
事
業
の
う
ち
、
放
射
能
対

策
事
業
と
、
子
育
て
応
援
券
の
交
付
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

空
間
放
射
線
測
定
、食
品
等

の
放
射
線
物
質
検
査
、ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
放
射
線
内
部
被

爆
量
測
定
に
か
か
わ
る
検
査
費
用
助
成
を
、

今
年
度
に
引
き
続
い
て
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、市
の
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

新
た
に
事
業
所
等
の
民
間
施
設
や
、生
活

圏
に
隣
接
す
る
森
林
の
除
染
等
を
予
定
し

て
い
る
が
、農
村
の
牛
舎
等
に
つ
い
て
も

該
当
し
て
く
る
と
考
え
る
。

　

子
育
て
応
援
券
は
、子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
で
、子
育

て
中
の
家
庭
に
対
し
、各
家
庭
の
環
境
に

合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、子
育
て

家
庭
の
不
安
や
負
担
の
軽
減
を
図
り
、家

庭
の
子
育
て
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

市
長
就
任
4
年
目
、
那
須
塩
原
市
誕

生　

周
年
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

10
市
長　

平
成　

年
度
は
市
民
が
心
を

27

一
つ
に
で
き
る　

周
年
記
念
事
業
を

10

実
施
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
、
さ
ら
な
る
郷

土
愛
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
世
代
の
た
め
に
夢
の
あ
る
那

須
塩
原
市
に
す
る
た
め
、
事
務
事
業
推
進

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
未
来
へ
の
投
資
」
と

し
、
子
ど
も
未
来
部
の
新
設
な
ど
、
推
進

体
制
を
整
備
し
つ
つ
、
引
き
続
き
公
約
に

掲
げ
た
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
定

住
促
進
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、
子
育

て
環
境
の
充
実
、
雇
用
の
創
出
、
特
色
あ

る
教
育
の
推
進
な
ど
、
計
画
に
掲
げ
た
重

点
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
住
み
よ

さ
の
向
上
に
努
め
る
決
意
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
の

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
伺
う
。

眞壁 俊眞壁　俊郎郎 議員議員

問答 平
成　

年
度
当
初
予
算
編
成

27次
の
時
代
に
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
予
算
へ

２

問

問 答

黒
磯
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

問答

答

問答

2
0
2
5
年
問
題
に
つ
い
て

問答

総
合
計
画
実
施
計
画
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会派代表質問（敬清会）-

市政一般質問-

３

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
し
て
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

人
口
減
少
問
題
へ
の
早
期
な

取
り
組
み
と
し
て
定
住
促
進
を
図
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
特
色
あ
る
教
育
推
進

の
た
め
の
I
C
T
機
器
導
入
、
子
育
て
世

代
に
対
し
た
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
、
学
童
保
育
の
充
実
、
那
須
塩
原
市

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

市
制　

周
年
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

10

つ
い
て
伺
う
。

市
長　
　

周
年
記
念
事
業
に
位
置
づ

10

け
、
総
額
3
億
円
、　

％
の
プ
レ
ミ

20

ア
ム
率
で
の
発
行
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
。

特
認
校
制
度
の
取
り
組
み
の
成
果
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

制
度
開
始
か
ら
3
年
で　
38

人
の
申
請
が
あ
り
、
保
護
者
か
ら
は

特
認
校
を
利
用
し
て
満
足
と
の
評
価
を
得

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
支
援
し
、
学
校
規
模
の
適
正

化
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

米
価
下
落
の
影
響
に
対
す
る
市
の
新

た
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

飼
料
米
や
飼
料
用
稲
の
活
用

に
つ
い
て
、
市
内
の
農
業
団
体
、
酪

農
業
協
同
組
合
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

課
題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
年
度
か
ら
猿
対
策
巡
視
員

の
増
員
や
、
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く

り
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
の
玄
関
口
と
し
て
新
た
な
整
備

計
画
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

駅
前
広
場
の
再
整
備
や
、
市

道
東
那
須
野
大
通
り
線
の
電
線
地
中

化
を
行
う
。
東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
業

は
、
平
成　

年
度
に
設
計
、
平
成　

年
度

27

28

に
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

建
設
部
長　

駅
西
口
の
渋
滞
解
消
に

あ
た
り
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

設
置
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
面
積
は
約

2
2
0
0
㎡
で
、
下
側
の
広
場
の
整
備
、

シ
ェ
ル
タ
ー
の
新
築
、
タ
ワ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
。
県
道
那

須
塩
原
停
車
場
線
の
電
線
地
中
化
は
、
地

元
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問答

答 農
業
行
政
に
つ
い
て

問

那
須
塩
原
駅
東
西
口
を
再
整
備
、　

周
年
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

10

平
成　

年
度
実
施
計
画
と
予
算
編
成
方
針

27

１

経
済
状
況
や
家
庭
環
境
の
変
化
か
ら

援
助
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
は
増

え
、
教
育
を
受
け
る
た
め
に
就
学
援
助
は

不
可
欠
で
あ
る
。
奨
学
資
金
制
度
の
貸

与
・
返
還
・
制
度
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

貸
与
の
資
格
条
件
と
し

て
、
高
校
や
大
学
等
に
進
学
を
希
望

す
る
生
徒
、
在
学
見
込
の
生
徒
を
対
象
と

し
て
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
本
市
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
、
学
術
優
秀
、
品
行
方

正
な
こ
と
、
資
金
が
な
く
就
学
困
難
な
こ

と
、
保
護
者
の
前
年
度
の
認
定
所
得
金
額

が
一
定
金
額
以
下
で
他
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

連
帯
保
証
人
を
2
人
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

返
還
に
つ
い
て
は
、
貸
与
期
間
の
2
倍

の
期
間
内
で
年
払
い
、
半
年
払
い
、
月
払

い
を
選
択
し
て
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
成　

年
度
の
募
集
か
ら
の
要
綱
改
定

28

に
向
け
て
、
大
学
で
月
額
3
万
円
と
し
て

い
る
貸
与
金
額
、
保
証
人
を
市
内
在
住
者

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
奨
学
金
と

の
併
用
可
否
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
給
付
型
を
採
用
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
も
現
在
研
究
し
て
い
る
。

本
市
の
農
業
政
策
と
こ
れ
か
ら
の
農

業
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

国
の
産
業
政
策
と
地
域
政
策

に
準
じ
、
農
業
者
の
所
得
向
上
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、
新
規
就

農
者
の
確
保
や
農
業
の
多
目
的
機
能
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
稲
作
や
酪
農
を

中
心
と
し
な
が
ら
高
原
性
の
冷
涼
な
空
気

を
生
か
し
た
園
芸
作
物
、
さ
ら
に
繁
殖
和

牛
を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
を
特
徴
と
し
、

夏
秋
ど
り
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
設
置
、
乳
用
牛
、

肉
牛
、
養
豚
の
伝
染
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

費
用
補
助
を
し
て
い
る
。

　

販
売
農
家
戸
数
の
減
少
、
後
継
者
不
足
、

高
齢
化
の
確
実
な
進
行
が
課
題
で
あ
り
、

設
備
投
資
に
低
金
利
で
利
用
で
き
る
資
金

制
度
や
、
災
害
時
に
利
用
で
き
る
国
、
県

の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
新

規
就
農
者
に
は
給
付
金
制
度
に
よ
る
支
援
、

農
業
合
コ
ン
に
よ
る
後
継
者
の
確
保
、
海

外
研
修
へ
の
助
成
等
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
も
努
め
て
い
る
。

　

風
評
被
害
に
は
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
通
し
て
、
農
産
物
の
安
心
・
安
全
を

さ
ら
に
P
R
し
て
い
き
た
い
。

諸
事
情
に
よ
る
就
学
援
助
は
不
可
欠

奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

佐藤 一佐藤　一則則 議員議員

問答

問

問答

相馬 義相馬　義一一 議員議員

答

那
須
塩
原
駅
前
周
辺
整
備
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

問答

問答教
育
行
政
に
つ
い
て

問答

答
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-市政一般質問

-市政一般質問

福
祉
施
設
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
子
ど
も
未
来
基
金
」
に
7
億
円
、

学
校
耐
震
化
事
業
の
前
倒
し
に
約
2
・
2

億
円
を
充
当
。
表
土
除
去
の
た
め
に
取
り

崩
し
た
財
政
調
整
基
金
4
・
1
億
円
と
積

み
増
し
6
千
万
円
を
含
め
、
全
額
積
み
戻

し
を
考
え
て
い
る
。

那
須
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

市
長　

中
心
市
で
あ
る
本
市
・
大
田

原
市
・
那
須
町
・
那
珂
川
町
で
構
成

す
る
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
で
、
那
須
圏

域
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
く
。

主
と
し
て
観
光
・
環
境
・
公
共
交
通
の
分

野
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

協
定
調
印
の
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に
な

る
か
。

企
画
部
長　

平
成　

年
1
月
下
旬
か

27

ら
2
月
上
旬
の
予
定
で
調
印
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

那
須
塩
原
駅
東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
事
業
を
本
構
想
の
中
で
事
業
化

で
き
な
い
か
。

企
画
部
長　

本
構
想
は
那
須
塩
原
駅

を
核
と
し
た
観
光
戦
略
や
、
公
共
交

通
の
取
り
組
み
が
大
き
な
施
策
の
核
と
な

る
。
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
、
具
体
的
に

取
り
組
む
事
業
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

２

震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
詳
細
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

震
災
復
旧
・
復
興
事
業

等
に
必
要
な
地
方
負
担
に
対
す
る
財

源
措
置
で
あ
る
。
中
身
は
市
単
独
事
業
で

進
め
た
住
宅
表
土
除
去
除
染
の
平
成　

・
24

　

年
度
の
費
用
全
額
を
含
め
た
総
額　

億

25

15

5
9
0
3
万
9
千
円
で
あ
る
。

　

交
付
決
定
に
至
る
ま
で
の
国
へ
の
要
望

活
動
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
の
関
係
者
に

尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
本
市
に
お
い
て
も

市
長
は
も
と
よ
り
、
特
に
前
渡
邊
副
市
長

に
は
、
本
年
当
初
よ
り
環
境
省
・
総
務
省

に
対
し
精
力
的
に
交
渉
を
い
た
だ
い
た
。

震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
運
用
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

地
方
交
付
税
は
使
い
道

が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財
源
で

の
歳
入
に
な
る
。　

月
補
正
予
算
の
財
源

12

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
認
定
こ

ど
も
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
児
童 磯飛磯飛　　清清 議員議員

問答

問

住
宅
除
染
表
土
除
去
に
国
か
ら
財
政
支
援

震
災
復
興
特
別
交
付
税
の
運
用
に
つ
い
て

答問答

馬
場
の
具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
の

内
容
は
？

教
育
部
長　

ま
ず
引
き
馬
、
そ
れ
と

市
民
の
方
々
の
受
け
入
れ
と
し
て
乗

馬
の
体
験
コ
ー
ス
、
乗
馬
教
室
や
子
ど
も

た
ち
の
情
操
教
育
に
も
活
用
で
き
る
仕
組

み
を
検
討
中
。
障
が
い
者
の
乗
馬
に
つ
い

て
は
、　

年
度
以
降
に
な
る
の
で
は
な
い

28

か
と
考
え
て
い
る
。

　

周
年
で
行
わ
れ
る
記
念
事
業
の
主

10な
内
容
と
総
予
算
を
伺
う
。

市
長　

記
念
式
典
、ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、市

内
の
商
工
会
と
連
携
し
た
、　

％
の
プ
レ

20

ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
の
発
行
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。市
民
活
動
団
体
が
企
画
、実

践
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
活
動
費

を
支
援
す
る
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
の
助
成
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。予
算
は
総
額
で
2
億
5
千

万
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

図
書
館
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
や

運
営
に
つ
い
て
の
進
め
方
を
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

ま
ち
な
か
活
性
化

の
拠
点
と
な
る
施
設
な
の
で「
え

き
っ
ぷ
く
ろ
い
そ
」の
取
り
ま
と
め
案
を

踏
ま
え
つ
つ
、施
設
の
活
用
方
法
、運
営
形

態
に
つ
い
て
慎
重
に
、幅
広
く
協
議
、検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

く
ろ
い
そ
運
動
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

整
備
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
と
今
後

の
実
施
計
画
を
伺
う
。

教
育
部
長　
　

面
を
砂
入
り
人
工
芝

12

コ
ー
ト
に
改
修
し
た
。整
備
計
画
の
中

で
は
、
現
在
多
目
的
に
利
用
し
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
場
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
8
面
増
設
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
、
駐
車
場
の
整
備
を
位
置
づ
け
て

い
る
が
、　

～　

年
度
の
実
施
計
画
に
は

27

28

計
上
し
て
い
な
い
。国
体
誘
致
を
視
野
に
、

必
要
に
応
じ
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

馬
場
整
備
の
進
捗
状
況
と　

年
度
整

27

備
計
画
、
及
び
今
年
度
馬
場
と
し
て

使
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長　

屋
内
馬
場
と
厩
舎
の
改

修
工
事
は
2
月
に
完
了
予
定
な
の
で
、

今
年
度
内
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

年
度
は
木
柵
や
植
栽
な
ど
外
構
工
事
を

27行
う
予
定
で
い
る
。運
営
は
基
本
的
に
は

委
託
を
考
え
て
い
る
。

山本はる山本はるひひ 議員議員

問答 「
馬
場
整
備
事
業
」
は
今
年
2
月
に
完
了　

年
度
内
活
用
へ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
8
面
増
設
は
延
期
、必
要
に
応
じ
整
備

３

問 答市
誕
生　

周
年
記
念
事
業
と
予
算
は
？

10

那
須
地
域
定
住
自
立
圏
構
想

問答

問答

問答

問答

問答 駅
前
図
書
館
と
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
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市政一般質問-

市政一般質問-

４

当
市
の
子
育
て
に
お
い
て
目
玉
と
な

る
施
策
は
何
か
。

市
長　

待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
施
策
整
備

を
進
め
る
た
め
に
子
ど
も
未
来
基
金
と
子

ど
も
未
来
部
を
創
設
す
る
。

基
金
の
使
い
道
を
施
設
整
備
に
特
化

し
た
理
由
は
何
か
。

保
健
福
祉
部
長　

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
の
中
で
、
認
定
こ
ど
も

園
や
小
規
模
保
育
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

運
営
面
で
国
、
県
、
市
町
村
の
助
成
が
出

る
。
ま
ず
は
施
設
整
備
の
た
め
の
市
の
援

助
が
総
合
的
に
一
番
い
い
と
考
え
た
。

平
成　

年
度
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

27

援
新
制
度
に
移
行
し
な
い
園
に
つ
い

て
、
背
景
と
市
の
見
解
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

既
存
の
認
定
こ
ど

も
園
の
認
定
返
上
や
、
予
定
し
て
い

た
事
業
者
の
移
行
取
り
や
め
な
ど
に
つ
い

て
は
、
国
が
示
し
た
公
定
価
格
が
背
景
と

考
え
て
お
り
、
話
し
合
う
機
会
を
設
け
、

情
報
提
供
を
含
め
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

市
と
し
て
保
育
計
画
へ
の
影
響
は
あ

る
か
。

保
健
福
祉
部
長　
　

人
ほ
ど
定
員
が

50

満
た
さ
れ
な
く
な
る
。
公
立
保
育
園

の
定
員
の
弾
力
的
な
運
用
で
対
処
す
る
。

小
規
模
保
育
事
業
に
つ
い
て
、
人
員

配
置
な
ど
、
市
と
し
て
要
件
の
引
き

上
げ
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ま
ず
は
国
の
基
準

通
り
で
ス
タ
ー
ト
し
、
将
来
的
に
は

見
直
し
も
考
え
る
。

保
育
園
の
民
営
化
を
進
め
る
意
義
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
長
期
的
展
望
は
。

保
健
福
祉
部
長　

国
、
県
な
ど
の
市

へ
の
助
成
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応

な
ど
を
考
慮
し
た
。
あ
る
程
度
公
立
の
保

育
園
は
残
す
。

虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
の
早
期
発

見
を
担
う
養
育
支
援
訪
問
、
乳
児
家

庭
全
戸
訪
問
に
か
か
わ
る
人
員
は
足
り
て

い
る
か
。
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
部
長　

余
裕
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
が
、
職
員
が
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

当
市
に
は
子
ど
も
を
連
れ
た
父
親
た

ち
が
集
え
る
場
所
が
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

整
備
に
つ
い
て
は

子
育
て
支
援
の
中
で
研
究
し
た
い
。

問答

答 問

子
ど
も
の
安
全
な
育
ち
の
環
境
確
保
と
、
子
育
て
支
援
の
質
の
向
上
を
図
り

那
須
塩
原
市
で
子
育
て
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
ア
ピ
ー
ル
を

５

社
会
参
加
活
動
の
支
援
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。
ま
た
課
題

は
何
か
伺
う
。

市
長　

生
き
が
い
サ
ロ
ン
、
街
中
サ

ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
支
援
、
生
涯
学
習
講

座
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
提
供
等
に
努

め
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
地
域
で
の
社
会
参
加

に
意
欲
的
な
高
齢
者
が
、
知
識
、
技
術
、

経
験
を
積
極
的
に
生
か
せ
る
よ
う
、
活
動

の
場
所
や
機
会
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

早
期
の
介
護
予
防

に
つ
な
げ
る
た
め
に
、　

歳
以
上
の

65

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
二
次
予
防
事
業
対

象
者
の
把
握
、
介
護
予
防
教
室
と
し
て
通

所
型
介
護
予
防
教
室
、
元
気
も
り
も
り
講

座
、
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
元
気
ア
ッ
プ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
要
介
護
状
態
に
な
る

恐
れ
の
あ
る
方
に
対
し
て
生
活
機
能
等
の

低
下
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
い
か
に
介

護
予
防
事
業
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
て
い
く

か
と
考
え
る
。

認
知
症
高
齢
者
支
援
策
や
、
そ
の
家

族
に
対
す
る
支
援
の
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。　

保
健
福
祉
部
長　

介
護
基
盤
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
相
談
事

業
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
権

利
擁
護
の
推
進
等
に
努
め
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
受
診
、
対
応
の
遅
れ

に
よ
る
認
知
症
の
悪
化
を
防
ぎ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
早
期
発
見
、
対
応

の
体
制
作
り
が
必
要
と
考
え
る
。

在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
重
度
の

要
介
護
者
や
、
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。　

保
健
福
祉
部
長　

在
宅
要
介
護
者
高

齢
者
紙
お
む
つ
購
入
助
成
、
高
齢
者

理
美
容
料
金
助
成
、
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
の
多
様
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
の
み
な
ら
ず
、

地
域
が
主
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
、
地

域
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

大野 恭大野　恭男男 議員議員

問答

問

問答

藤村由美藤村由美子子 議員議員

答

問答

問答問答

答 問問答

問答

問答
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-市政一般質問

-市政一般質問

名
配
置
、
J
R
東
日
本
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
や

都
内
の
旅
行
関
連
会
社
を
訪
問
し
て
、
観

光
地
の
魅
力
を
P
R
し
て
い
く
。

観
光
客
の
回
遊
促
進
等
に
向
け
た
地

域
間
連
携
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

塩
原
温
泉
観
光
協

会
が
主
体
と
な
り
、
那
須
エ
リ
ア
5

市
町
が
連
携
し
て
観
光
ク
ー
ポ
ン
冊
子

「
お
も
て
那
須
手
形
」
を
販
売
し
た
。
こ

れ
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
地
域
間
の
連

携
を
図
り
、
回
遊
性
向
上
に
努
め
た
い
。

誘
客
に
向
け
て
の
設
備
投
資
等
に
対

す
る
本
市
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

既
存
の
制
度
と
し

て
、
栃
木
県
の
制
度
融
資
、
本
市
の

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
等
が
あ
る
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

と
し
て
、
来
年
度
発
足
予
定
の
観
光
局
に

お
い
て
、
観
光
関
係
情
報
の
収
集
や
分
析
、

事
業
者
か
ら
の
相
談
業
務
な
ど
を
段
階
的

に
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

観
光
地「
な
す
し
お
ば
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

塩
原
温
泉
、
板
室

温
泉
な
ど
、
古
き
よ
き
情
緒
と
効
能

豊
か
な
温
泉
を
本
市
な
ら
で
は
の
観
光
素

材
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
素
材
を
磨
き
上

げ
、
温
泉
と
い
え
ば
塩
原
・
板
室
温
泉
が

思
い
浮
か
ぶ
よ
う
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
、

観
光
地
「
な
す
し
お
ば
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
の

構
築
に
結
び
つ
く
と
考
え
て
い
る
。

６

　

月
か
ら
首
都
圏
で
行
う
本
市
の
観

11光
の
告
知
に
つ
い
て
、
詳
細
な
内
容

を
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

日
本
航
空
機
内
誌

　

月
号
に
お
い
て
、
塩
原
温
泉
及
び

11

板
室
温
泉
の
特
集
記
事
を
掲
載
、
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
や
京
浜
急
行
駅
構
内
等
で
の
告

知
、
J
R
東
日
本
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
山

手
線
等
へ
の
中
吊
り
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
A

M
ラ
ジ
オ
文
化
放
送
で
の
広
告
、
埼
玉
テ

レ
ビ
で
の
P
R
番
組
放
映
等
を
実
施
す
る
。

東
京
を
拠
点
と
す
る
観
光
誘
客
促
進

強
化
委
託
事
業
の
契
約
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

那
須
塩
原
市
観
光

協
会
連
絡
協
議
会
が
、（
株
）
日
旅
ビ

ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
に
那
須
塩
原
市
観
光

振
興
東
京
出
張
所
の
設
置
を
委
託
す
る
も

の
で
、
契
約
履
行
期
間
は　

月
1
日
か
ら

11

3
月　

日
ま
で
、
契
約
金
額
は
1
3
5
万

31

円
と
な
る
。
出
張
所
に
は
ス
タ
ッ
フ
を
1 櫻田 貴櫻田　貴久久 議員議員

問答

問

観
光
経
済
新
聞
社
主
催
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
1
0
0
選
」

塩
原
温
泉　

位
・
板
室
温
泉　

位
に
堂
々
ラ
ン
ク
イ
ン

47

96
答問答

塩
原
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を
初
め
、市
内
商

品
の
活
用
に
つ
い
て
も
主
催
者
と
協
議
し

て
考
え
て
い
る
。

過
去
5
年
間
に
わ
た
る
参
加
人
数
の

推
移
、
参
加
者
の
内
訳
、
市
内
の
宿

泊
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

過
去
5
年
間
の
延
べ
参
加
人

数
は
1
万
5
6
3
5
人
で
、
平
成　
22

年
が
3
1
3
3
人
、
平
成　

年
が
3
1
0

23

5
人
、
平
成　

年
が
3
0
9
5
人
、
平
成

24

　

年
が
3
2
5
7
人
、
平
成　

年
が
3
0

25

26

4
5
人
と
推
移
し
て
い
る
。

　

参
加
者
の
内
訳
は
直
近
の
平
成　

年
で
、

26

市
内
1
2
4
5
人
、
県
内
6
1
8
人
、
県

外
1
1
8
2
人
で
、
県
内
及
び
県
外
か
ら

の
参
加
者
が
約　

％
を
占
め
て
い
る
。

60

　

大
会
参
加
者
の
市
内
宿
泊
施
設
利
用
率

は
、
約　

％
と
な
っ
て
い
る
。

13
こ
の
大
会
と
本
市
の
関
わ
り
、
板
室

温
泉
宿
泊
施
設
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　
こ
の
大
会
の
ゴ
ー

ル
地
点
が
板
室
地
区
に
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、板
室
温
泉
の
知
名
度
向
上

と
観
光
誘
客
を
期
待
し
て
、本
市
で
は
名

義
後
援
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

板
室
温
泉
の
宿
泊
施
設
利
用
率
は
9
％

で
、参
加
者
の
宿
泊
を
増
や
す
取
り
組
み

や
、観
光
P
R
の
充
実
を
図
り
た
い
。

過
去
5
年
間
に
わ
た
る
参
加
人
数
の

推
移
、
参
加
者
の
内
訳
、
市
内
の
宿

泊
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
過
去
5
年
間
の
延
べ
参
加
人
数

は
9
1
2
4
人
で
、平
成　

年
が
1
6
9

22

9
人
、平
成　

年
が
1
9
8
0
人
、平
成　

年

23

24

が
1
9
8
8
人
、平
成　

年
が
1
8
6
7
人
、

25

平
成　

年
が
1
5
9
0
人
と
推
移
し
て
い
る
。

26

　

参
加
者
の
内
訳
は
直
近
の
平
成　

年
で
、

26

市
内
3
6
3
人
、
県
内
6
2
6
人
、
県
外

6
0
1
人
で
、
県
内
及
び
県
外
か
ら
の
参

加
者
が
約　

％
を
占
め
て
い
る
。

77

　

大
会
参
加
者
の
市
内
宿
泊
施
設
利
用
率

は
、
約　

％
と
な
っ
て
い
る
。

22
参
加
賞
や
商
品
の
現
状
、
那
須
塩
原

ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
等
の
市
内
産
品
を

積
極
的
に
用
い
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

塩
原
温
泉
入
浴
剤
、T
シ
ャ

ツ
等
を
配
布
し
、参
加
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
も
の
を
基
本
と
し
て
、那
須 若松 東若松　東征征 議員議員

問答 観
光
誘
客
に
向
け
て

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
用
に
つ
い
て

７

問

答

那
須
塩
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

問答

問

答

問答

問答 福
島
～
那
須
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

塩
原
温
泉
湯
け
む
り
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
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市政一般質問-

市政一般質問-

８

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
全
国
大
会
等
に

出
場
す
る
際
の
費
用
補
助
に
つ
い
て
、

那
須
塩
原
市
小
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
等
振
興

補
助
金
交
付
の
対
象
外
と
し
て
い
る
理
由

は
。

教
育
部
長　

交
付
要
綱
に
よ
っ
て
、

学
校
教
育
活
動
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
文
化
活
動
に
補
助
し
て
お
り
、
社
会

体
育
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は

別
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
。

今
後
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
も
同
様
の

補
助
金
を
交
付
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、

全
国
大
会
等
へ
の
出
場
に
際
し
、
保

護
者
の
皆
様
が
大
き
な
負
担
を
払
っ
て
い

る
現
状
は
承
知
し
て
い
る
。
小
学
生
な
ど

低
年
齢
層
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
は
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
上
大
切
で
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
に
お
け
る
保
護
者
負
担
の

軽
減
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
か

ら
8
年
と
な
る
が
、
こ
の
制
度
に
対

す
る
市
の
評
価
は
。

市
長　

現
在
、　

の
施
設
で
導
入
し

65

て
お
り
、
公
募
に
よ
り
多
様
な
事
業

者
が
参
入
し
、
次
回
の
選
定
を
意
識
す
る

こ
と
で
、
緊
張
感
を
持
っ
た
施
設
経
営
と

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
ま
た
、

民
間
の
も
つ
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
コ
ス
ト

の
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
施
設
も
あ

る
が
、
原
因
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

市
長　

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
い
う
よ

り
、
前
年
度
に
大
き
な
大
会
が
あ
っ

た
り
、
改
修
工
事
で
利
用
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
、
利
用
者
減
の
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
利
用
に
課
題
等
が
あ
る
か
確
認
し
対

応
も
検
討
す
る
。

民
間
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、
市
の
定
め
る
規
定
だ
け
で
な
く

指
定
管
理
者
の
裁
量
の
範
囲
を
広
げ
て
は

ど
う
か
。

市
長　

指
定
管
理
者
制
度
を
効
果
的

に
運
用
す
る
た
め
に
は
、
指
定
管
理

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
、
向
上
さ

せ
る
よ
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
、

市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
指
定
管
理
者
の
経
営
努
力
が
よ

り
反
映
で
き
る
仕
組
み
を
研
究
す
る
。

問答

答 問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
ス
ポ
ー
ツ
等
振
興
補
助
金
の
対
象
に

９

現
状
の
球
場
施
設
の
問
題
点
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
部
長　

雨
水
排
水
の
能
力
低
下
、

内
外
野
フ
ェ
ン
ス
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
ま
ま
で
危
険
が
伴
う
こ
と
、
公
認
野

球
規
則
に
の
っ
と
っ
て
い
な
い
こ
と
が
特

に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
改
修
工
事
を
行
う
中
で
、
球
場

の
整
備
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

雨
水
排
水
等
の
整
備
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張
整
備
、
ラ
バ
ー

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の

整
備
、
ス
タ
ン
ド
や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改

修
等
を
行
う
予
定
で
い
る
。

野
球
場
整
備
工
事
に
関
わ
る
総
予
算

額
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

実
施
計
画
ベ
ー
ス
に
な

る
が
、
4
億
1
4
0
0
万
円
程
度
を

予
定
し
て
い
る
。

球
場
の
完
成
に
あ
た
り
、
使
用
目
的

と
期
待
で
き
る
効
果
は
何
か
伺
う
。

教
育
部
長　

市
内
の
大
会
を
は
じ
め

と
し
て
、
県
の
公
式
大
会
で
あ
る
と

か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
野
球
練
習
場
の
拠

点
と
し
て
の
利
用
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
効
果
と
し
て
は
、
市
外
・
県
外
の

利
用
者
が
増
え
、
観
光
や
商
業
の
振
興
に

も
つ
な
が
る
期
待
が
持
て
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
未
来
部
の
組
織
体
系
は
ど
の

よ
う
に
な
る
か
伺
う
。

市
長　

子
育
て
支
援
課
と
保
育
課
の

2
課
体
制
と
し
、
子
育
て
支
援
課
に

は
課
内
室
と
し
て
子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
保
育
課
に
は
保
育

園
・
幼
稚
園
を
位
置
づ
け
る
。

子
ど
も
未
来
部
と
教
育
部
と
の
連
携

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

発
達
支
援
児
童
へ
の
継
続
的

対
応
な
ど
は
、
教
育
部
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
ほ
か
、「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
お
い
て
放
課
後

児
童
対
策
は
、
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
の
重
要
事
業
と
位
置
づ
け
、
学
校

と
の
連
携
を
密
に
し
て
進
め
て
い
く
。

那
須
塩
原
市
子
ど
も
未
来
基
金
を
創

設
す
る
が
、
そ
の
概
要
を
伺
う
。

市
長　

基
金
額
は
7
億
円
、
主
な
使

途
は
、
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
、

病
児
保
育
施
設
の
整
備
な
ど
に
充
て
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

く
ろ
い
そ
本
球
場
の
施
設
改
修
設
計
に
つ
い
て

利
用
者
に
安
全
な
公
認
野
球
場
を

齋藤 寿齋藤　寿一一 議員議員

問答

問

相馬相馬　　剛剛 議員議員

答

問答

問答

答 問

問答

問 答

問答問

子
ど
も
未
来
部
の
創
設
に
つ
い
て

答問答
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-市政一般質問

-市政一般質問

ン
を
行
い
、
会
場
か
ら
大
き
な
賞
賛
の
声

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
英
語

教
育
推
進
室
が
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

立
ち
上
げ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
現
地
の
活

動
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
せ
た
。

今
後
も
様
々
な
機
会
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
、

海
外
派
遣
の
活
動
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

リ
ン
ツ
か
ら
の
中
学
生
受
け
入
れ
体

制
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

教
育
部
長　

毎
年　

人
近
く
の
ホ
ス

30

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
希
望
が
あ
り
、
ど

な
た
も
温
か
い
も
て
な
し
の
心
で
受
け
入

れ
て
く
れ
て
い
る
。
滞
在
期
間
中
は
、
各

中
学
校
で
授
業
や
行
事
に
参
加
し
、
日
本

の
中
学
生
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
。

さ
ら
に
よ
り
よ
い
受
け
入
れ
体
制
の
準
備

に
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
。

我
が
郷
土
の
最
も
誇
り
得
る
芸
術
家

で
あ
る
、
南
庄
作
翁
の
展
覧
会
に
向

け
て
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
部
長　

本
市
で
は
南
庄
作
翁
の

作
品
を
1
1
2
点
ほ
ど
所
蔵
し
て
い

る
。
現
在
、
ブ
ロ
ン
ズ
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
終
了
す
る
平
成　

年
以
降
に

28

は
、
展
覧
会
を
企
画
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
7
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
ご
遺

族
か
ら
多
く
の
作
品
の
寄
贈
を
受
け
、
昨

年
は
代
表
作
を
市
の
文
化
財
に
指
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

１０

こ
の　

月
の　

名
の
中
学
生
に
よ
る

10

36

リ
ン
ツ
派
遣
の
成
果
を
伺
う
。

教
育
長　

海
外
派
遣
に
際
し　

回
の

11

事
前
研
修
を
実
施
し
た
が
、
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
た
ち
は
改
め
て
日
本
の

伝
統
や
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
き
、

こ
れ
ら
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
帰
国
し

た
こ
と
が
成
果
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
リ
ン
ツ
市
で
の
学
校
訪
問
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
通
し
て
、
積
極
的
に

人
と
関
わ
り
、
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り

相
手
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
あ
る
い

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
物
事
を
考
え
る

こ
と
の
必
要
性
を
学
ん
だ
こ
と
も
大
き
な

成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
成
果
や
体
験
を
、
市
民
に
ど
う

知
ら
せ
伝
え
て
い
く
か
伺
う
。

教
育
長　

今
年
度
開
始
し
た
「
な
す

し
お
ば
ら　

ま
な
び
博
覧
会
」
に
お

い
て
も
、
中
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ 金子 哲金子　哲也也 議員議員

問答 中
学
生
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
リ
ン
ツ
派
遣

生
徒　

名
の　

年
目
の
成
果
は

36

10

問答

も
凝
集
剤
に
よ
り
沈
澱
池
で
前
処
理
し
て

か
ら
ろ
過
す
る
の
で
処
理
は
可
能
で
あ
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
民
に
は
配
布

さ
れ
て
な
い
が
、
自
治
会
長
、
自
主

防
災
組
織
の
会
長
へ
の
配
布
を
伺
う
。

総
務
部
長　

現
在
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
総
務
部
の
窓

口
に
備
え
付
け
て
い
る
。
今
後
、
自
治
会

長
、
自
主
防
災
組
織
の
会
長
に
配
布
す
る
。

軽
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
補
助
を

受
け
た
人
数
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

平
成　

年
度
中
は

25

新
規
購
入
者
が
1
件
。
今
年
度
は
新

規
購
入
者
が
1
件
。
修
理
は
2
件
。

聴
覚
障
が
い
者
用
非
常
用
パ
ト
ラ
イ

ト（
回
転
灯
）の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

設
置
し
て
い
る
施

設
は
な
い
。
非
常
時
に
点
滅
す
る
フ

ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
付
き
誘
導
灯
を
設
置
し

て
い
る
施
設
は
4
カ
所
。
庁
舎
や
施
設
の

建
替
時
パ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
を
検
討
す
る
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
対
し
て
の
本
市
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

法
に
基
づ
き
栃
木

県
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
時
、
病
原
体

に
汚
染
さ
れ
た
場
所
や
物
件
の
消
毒
、
廃

棄
を
行
い
、
水
の
使
用
制
限
の
命
令
が

あ
っ
た
場
合
の
水
の
供
給
を
行
う
。

市
民
の
生
活
生
命
線
で
あ
る
上
水
道

の
火
山
灰
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

那
須
岳
火
山
防
災
マッ
プ
に
よ

る
と
マ
グ
マ
噴
火
は
数
千
年
に
1
回
発

生
す
る
と
さ
れ
、
本
市
水
道
浄
水
施
設
への

降
灰
は
最
大　

尺
と
想
定
。原
水
水
質
の
悪

20

化
は
水
質
検
査
を
頻
繁
に
行
い
水
質
変
化
の

状
況
把
握
に
努
め
、
処
理
能
力
を
超
え
る
数

値
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
給
水
制
限
す
る
。

給
水
制
限
が
か
か
っ
た
時
に
配
水
池

の
貯
水
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

上
下
水
道
部
長　

配
水
池
の
容
量
は

全
体
で
3
8
3
0
弱
。
約　

時
間
分

18

程
度
の
貯
水
量
が
加
工
さ
れ
て
い
る
。
給

水
制
限
を
合
わ
せ
る
と
、
あ
る
程
度
長
時

の
滞
留
が
で
き
給
水
で
き
る
。

浄
水
場
に
火
山
灰
が
入
っ
た
場
合
、

急
速
ろ
過
池
の
処
理
能
力
を
伺
う
。

上
下
水
道
部
長　

急
速
ろ
過
は
原
水

の
濁
り
を
薬
品
等
を
用
い
て
前
処
理

し
て
か
ら
ろ
過
す
る
。
火
山
灰
に
つ
い
て 星 宏星　　宏子子 議員議員

問答 更
な
る
防
災
の
取
り
組
み

那
須
岳
噴
火
に
対
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て

１１

問

答

問答

問

問答

問 答聴
覚
障
が
い
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

彫
刻
家「
南
庄
作
翁
」の
顕
彰
に
つ
い
て

問

答

答

問答エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
に
つ
い
て

問答
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市政一般質問-

市政一般質問-

１２

国
は
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
に
対
し
、

住
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
災
害

対
策
基
本
法
改
正
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。
本
市
の
災
害
対
策
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
は
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
、
予
防
対
策
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
応
急
対
策
、
発
生
後
に
お
け
る
復

旧
対
策
等
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
促
進
、
活
動
強
化
を
図

る
た
め
の
説
明
会
や
、
防
災
士
養
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
土
砂
災
害
等
の
情
報

周
知
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
率
が　

・
42

1
％
と
低
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
積
極
的

に
結
成
を
働
き
か
け
た
い
。

防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
、
災
害
発

生
時
か
ら
逆
算
し
て
自
治
体
と
住
民

の
動
き
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
「
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
導
入
の
考
え
を
求
め
る
。

市
長　
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
、
災
害

が
想
定
さ
れ
る
数
日
前
か
ら
発
生
時
、

そ
の
後
の
対
応
ま
で
何
を
行
う
か
を
時
系

列
に
整
理
し
た
減
災
の
た
め
の
計
画
で
、

自
治
体
で
取
り
組
み
の
動
き
が
あ
り
、
災

害
対
策
の
漏
れ
や
機
関
ご
と
の
ば
ら
つ
き

等
の
解
消
が
期
待
で
き
る
。

　

一
方
で
早
期
段
階
か
ら
防
災
対
策
を
行

う
た
め
、
予
測
が
外
れ
た
場
合
、
市
民
の

防
災
意
識
低
下
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
や
、

経
済
的
損
失
の
意
識
に
よ
り
実
効
性
が
伴

わ
な
い
な
ど
懸
念
さ
れ
る
点
が
あ
り
、
現

時
点
で
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

国
土
交
通
省
は
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

元
年
と
し
て
、
国
が
管
理
す
る
全
国

1
0
9
の
河
川
で
簡
易
版
の
試
行
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
中
に
那
珂
川
や
箒
川
が
含

ま
れ
て
い
る
の
か
、
那
須
塩
原
区
域
内
の

情
報
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

総
務
部
長　

国
土
交
通
省
で
試
行
を

実
施
し
て
い
る
と
い
う
話
だ
が
、
そ

う
い
っ
た
情
報
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が
成
立
し
、
2

0
1
6
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

国
の
審
議
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
、
障
が
い
福
祉
に
関

係
す
る
団
体
等
で
構
成
す
る
地
域
自
立
支

援
協
議
会
や
当
事
者
団
体
等
の
方
々
か
ら
、

広
く
意
見
を
伺
い
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答

答

住
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め

防
災
行
政
に
つ
い
て

１３

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
、
並
び
に

小
規
模
支
援
法
に
つ
い
て
、
本
市
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

小
規
模
企
業
の
振

興
は
地
域
の
活
性
化
に
も
大
変
重
要

な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
法
律
に

基
づ
き
、
国
の
定
め
る
小
規
模
企
業
振
興
基

本
計
画
に
沿
って
、
国
、
県
、
商
工
会
や
金

融
機
関
等
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
の
も

と
小
規
模
企
業
の
支
援
を
行
って
い
く
。

本
市
内
の
小
規
模
事
業
者
と
定
義
づ

け
ら
れ
る
企
業
数
は
？

産
業
観
光
部
長　

本
市
の
小
規
模
事

業
者
数
は
、
平
成　

年
2
月
に
実
施

23

し
た
数
字
で
は
総
事
業
所
数
5
1
3
7
事

業
所
の
う
ち
3
9
7
7
事
業
所
と
な
っ
て

お
り
、ウ
エ
ー
ト
は　
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。

77

西
那
須
野
駅
西
地
区
、
都
市
再
生
整

備
計
画
の
全
体
事
業
に
つ
い
て
並
び

に
事
後
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　

平
成　

年
度
か
ら
平
成

17

　

年
度
ま
で
の
第
1
期
事
業
と
し
て
、

21

約　

億
円
の
事
業
、
並
び
に
平
成　

年
度

58

22

か
ら
最
終
年
度
で
あ
る
今
年
度
ま
で
の
第

2
期
事
業
で
約　

億
円
と
な
っ
て
お
り
、

14

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、　

年
間
で　

億

10

72

円
を
か
け
た
大
型
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
本
計
画
の
事
業
と
関
連
し
て

県
事
業
も
含
め
、
市
の
事
業
を
合
わ
せ
る

と
総
額
で
1
1
0
億
円
を
超
え
る
非
常
に

大
き
な
事
業
で
あ
る
。

　

事
後
評
価
に
つ
い
て
は
、
事
後
評
価
書
の

作
成
に
係
る
業
務
委
託
を　

月
に
発
注
し

10

た
が
、
整
備
事
業
が　

年
度
に
ず
れ
こ
む

27

の
で
、
工
事
が
終
了
す
る　

年
度
に
行
う
。

27

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
た
め
に
、

商
工
会
あ
る
い
は
商
店
会
と
今
後
ど

の
よ
う
に
連
携
を
と
っ
て
、
行
政
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
か
を
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
た
道
路
や
町
並
み
に
よ
り
、
回
遊

性
や
ア
ク
セ
ス
も
良
好
に
な
り
、
今
後
は
い

か
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
か
が
テ
ー
マ

で
あ
る
。今
度
は
、
商
店
会
が
主
体
と
な
り
、

訪
れ
る
市
民
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
何
が
大

切
で
あ
る
か
を
捉
え
ら
れ
る
取
り
組
み
を

市
も
一
緒
に
や
って
い
く
。ま
た
そ
の
実
現
に

向
け
て
、
協
働
の
精
神
で
立
ち
向
か
い
、
今

後
も
継
続
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
し
な
す

の
或
い
は
商
工
会
と
の
連
携
を
一
層
強
化

し
、
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
行
く
。

小
規
模
振
興
基
本
法
、
小
規
模
支
援
法
に
つ
い
て
の
本
市
の
取
り
組
み
は
。

西
那
須
野
地
区
の
ハ
ー
ド
整
備
が
終
了
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

齊藤 誠齊藤　誠之之 議員議員

問答

髙久 好髙久　好一一 議員議員

答

問答

問

答 問

問答問 ま
ち
な
か
創
出
に
つ
い
て

問答

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
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-市政一般質問

-市政一般質問

母
子
手
帳
に
、
流
産
、
不
育
症
、
検

査
や
治
療
の
で
き
る
病
院
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
窓
口
の
紹
介
や
情
報
を
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

母
子
手
帳
に
そ
れ

ら
の
情
報
を
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

担
当
と
話
し
合
い
、
調
査
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

今
後
、
本
市
の
女
性
管
理
職
の
割
合

を
増
や
す
取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

今
年
度
初
め
て
、
女
性

の
幹
部
候
補
生
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
係
長
の
職
に
あ
る
女
性
職
員
1

名
を
自
治
大
学
校
で
の
研
修
に
参
加
さ
せ

た
ほ
か
、
次
期
管
理
職
候
補
と
な
る
職
員

を
対
象
に
、
管
理
職
養
成
研
修
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

育
休
切
り
、
雇
い
ど
め
な
ど
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
る

女
性
が
後
を
絶
た
な
い
現
状
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
と
対
策
を
伺
う
。

企
画
部
長　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
り
、

そ
う
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

と
と
も
に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
も
意
識
啓
発
を
広
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

１４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
活

用
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が

さ
れ
た
か
伺
う
。

市
長　

ま
ず
は
介
護
分
野
に
限
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

つ
い
て
、
現
在
策
定
中
の
第
6
期
高
齢
者

福
祉
計
画
の
中
に
盛
り
込
み
、
具
体
的
な

内
容
の
検
討
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
導
入
を
図
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

市
民
に
不
育
症
と
い
う
病
気
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
市
の
広
報
誌
に
特

集
を
組
ん
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
不
育
症
に
つ
い
て
の
相

談
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

高
額
な
治
療
費
を
伴
う
不
育
症
へ
の

経
済
的
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ
市

と
し
て
公
費
負
担
の
考
え
は
な
い
。 平山 啓平山　啓子子 議員議員

問答 支
え
合
う
市
民
の
力
を
生
か
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

問答

議
員
か
ら
の
話
も
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

圏
域
内
を
一
つ
と
し
て
、
共
通
し
た

美
し
い
景
観
を
つ
く
る
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。

企
画
部
長　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

中
で
、
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

本
市
を
初
め
、
圏
域
は
酪
農
の
地
で

あ
る
。
北
海
道
の
共
働
学
舎
は
世
界

が
認
め
る
和
の
チ
ー
ズ
に
な
っ
た
。
那
須

独
特
の
風
土
を
生
か
し
、
和
の
バ
タ
ー
を

目
指
し
勉
強
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
知
名
度
、
品
質
を
上
げ
、
地
域
力
の

ア
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
部
長　

ま
ず
は
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
の
可
能
性
を
探
り
出
し
た

い
。
和
の
バ
タ
ー
に
関
し
て
は
、
今
後
の

研
究
の
中
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

圏
域
の
将
来
像
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
黒
磯
工
場
跡
地
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

市
と
し
て
も
情
報

を
収
集
し
た
い
こ
と
か
ら
、
地
権
者

会
と
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

那
須
塩
原
駅
西
口
に
つ
い
て
、
展
望

の
未
来
を
伺
う
。

市
長　

那
須
地
区
の
玄
関
口
、
中
心

市
と
し
て
今
後
地
域
を
リ
ー
ド
す
る

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

推
測
し
て
い
る
。

那
須
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
の
「
環

境
」
に
つ
い
て
、
圏
域
に
お
い
て
導

入
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
循

環
型
社
会
構
築
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

太
陽
光
、
小
水
力
な
ど
地
域

資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
向
け
、
構
成
市
町
と

今
後
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
構
成
の
た
め
に

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
型
の

現
代
社
会
の
あ
り
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
し
、
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

日
本
は
競
争
か
ら
共
生
、
成
長
か
ら

成
熟
へ
シ
フ
ト
す
る
状
況
に
入
っ
た
。

成
熟
の
潜
在
力
は
地
方
で
あ
り
、
未
来
の

た
め
に
社
会
に
広
が
り
始
め
た
成
熟
と
い

う
言
葉
を
地
域
住
民
と
も
ど
も
が
共
有
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

地
方
と
首
都
圏
で
の
取

り
組
み
の
違
い
等
も
出
て
く
る
が
、 玉野玉野　　宏宏 議員議員

問答 那
須
地
域
定
住
自
立
圏
構
想

本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

１５

問

問答

問答

問 答

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
の
不
育
症

対
策
に
つ
い
て

問

答

答

問答問答

問答

女
性
の
希
望
実
る
社
会
実
現
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問答
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市
が
策
定
作
業
を
進
め
る
「
新
庁
舎
建

設
に
関
す
る
基
本
構
想
」
へ
の
提
言
書
を
、

平
成　

年
1
月　

日（
木
）に
市
議
会
と
し

27

22

て
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
言
事
項
は
、
本
特
別
委
員
会
で
の
7

回
の
審
議
と
議
論
を
踏
ま
え
、「
庁
舎
を

拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
新
庁
舎
に

求
め
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
」、「
整
備
位
置
」、

「
整
備
時
期
」
に
「
そ
の
他
」
の
事
項
を

加
え
た
5
項
目
と
し
ま
し
た
。

▽
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
し
て

　

那
須
地
域
の
中
心
市
と
し
て
人
口
の
減

ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
、
災

害
時
に
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果

た
せ
る
こ
と
、
他
の
官
公
署
等
と
の
関
係

な
ど
。

▽
「
サ
ー
ビ
ス
内
容
」
に
関
し
て

　

市
民
の
利
用
し
や
す
さ
を
考
慮
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
構
造
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
フ
ロ

ア
構
造
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
な
ど
。

▽
「
整
備
位
置
」
に
関
し
て

　

交
通
事
情
等
が
市
民
の
利
用
に
最
も
便

利
で
あ
る
こ
と
、
那
須
地
域
の
玄
関
口
で

あ
る
那
須
塩
原
駅
を
核
と
し
て
、
容
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
な
ど
。

▽
「
整
備
時
期
」
に
関
し
て

　

平
成　

年
度
ま
で
の
完
成
に
最
大
限
努

30

力
す
る
こ
と
、
新
庁
舎
整
備
基
金
、
合
併

特
例
債
の
財
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
こ

と
。

▽
「
そ
の
他
」

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
、
適

切
な
規
模
と
す
る
こ
と
、
議
会
ス
ペ
ー
ス

に
関
す
る
こ
と
。

　

今
後
は
、
基
本
構
想
を
基
に
策
定
が
予

定
さ
れ
る
「
基
本
計
画
」、「
基
本
設
計
」、

「
実
施
設
計
」
に
つ
い
て
の
提
言
に
備
え
、

本
特
別
委
員
会
で
は
先
進
地
視
察
も
行
い

な
が
ら
、
今
後
も
議
論
と
審
議
を
行
う
予

定
で
す
。

　

本
特
別
委
員
会
の
会
議
経
過
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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空
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空
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空
空
空
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空

偶
偶
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偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

姉姉
妹妹
都都
市市
交交
流流
事事
業業

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
姉
妹
都

市
を
締
結
し
て
い
る
富
山
県
滑
川
市
、
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
、
埼
玉
県
新
座
市
の

各
市
議
会
と
本
市
議
会
が
相
互
理
解
を
深

め
、
親
善
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
両
市

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
富
山
県
滑
川
市
、
茨
城
県

ひ
た
ち
な
か
市
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

▽
滑
川
市
議
会
来
訪

　

平
成　

年
4
月　

日（
水
）～　

日（
木
）、

26

16

17

富
山
県
滑
川
市
議
会
が
親
善
交
流
の
た
め

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
締
結
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

那
須
野
が
原
開
拓
の
歴
史
と
滑
川
か
ら
の

入
植
者
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
視

察
さ
れ
た
那
須
野
が
原
博
物
館　

周
年
記

10

念
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
展
示
に
よ
り
、
改
め
て

両
市
の
縁
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ゴ
メ
那
須
工
場
と
那
須
ガ
ー

デ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
は
、
本
市
の
産
業

に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▽
ひ
た
ち
な
か
市
議
会
表
敬
訪
問

　

平
成　

年
7
月　

日（
月
）～　

日（
火
）、

26

14

15

本
市
議
会
に
お
い
て
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
議
会
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
世
界
一
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
研
究
棟
で
あ
る
日
立
製
作
所
「
G
1

タ
ワ
ー
」
に
搭
乗
し
、
超
高
速
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
の
最
先
端
技
術
製
品
、
都
市
開

発
シ
ス
テ
ム
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
常
陸
那
珂
港
区
で
は
、
首
都
圏
・
北

関
東
地
域
の
経
済
活
動
支
援
、
物
流
・
産

業
拠
点
港
の
機
能
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

と
も
に
清
流
那
珂
川
の
流
域
に
あ
る
ま

ち
と
し
て
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
た
交
流
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議市議会会会会会会会会会会会RRRRRRRRRReeeeeeeeeeppppppppppoooooooooorrrrrrrrrrReporttttttttttt

市長への提言
（平成27年1月22日）

滑川市議会来訪

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

庁庁
舎舎
建建
設設
検検
討討
特特
別別
委委
員員
会会

ひたちなか市議会表敬訪問
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那須塩原市議会だより №５６
平成２７年２月２０日発行

　議員が市の事務の執行状況や将来に向けての方針などについて報
告や説明を市長に求め、市民のための適切な市政運営が進められてい
るかをチェックするものです。

A

一般質問とは？

質問に対する答えはあらかじめ用意されているのですか？

一般質問の内容は自由なの？

Ｑ

Ｑ

Ｑ
　質問のテーマは各議員が自由に決めることができます。質問者は時
間をかけて構想を練り、理論構成をして、質問の具体的な内容を伝えま
す。時には現場を見に行ったり、調べ物をしたりして現状と課題を探り、
議場での質問に臨みます。

A

質問のやり方は決まっているのですか？Ｑ
　一問一答方式を採用しており、一つの質問に対してその都度一つずつ
答える方法で行います。議員、執行部、そして傍聴者にもやり取りがわか
りやすく、また活発な議論が交わされるメリットもあります。持ち時間は
40分。40分使い切ると、質問席のマイクのスイッチが切られます。

A

一般質問をする順番は決まっているのですか？Ｑ
　一般質問をする順番は、議長への届け出（通告）順で決まります。傍
聴者が議場に来る時間がわかりやすいため、議会の質問日（特に初日）
の朝一番の順番が人気があり、議員の間で競争率が高いです。

A

　議員だけではなく傍聴者にもわかるようはっきりと述べるためには、
しっかりとした答弁が必要です。また、質問や答弁が中途半端に終わらな
いようにするためにも、市側は答弁するための資料を準備します。資料な
どの準備をしておかないと、質問に対して「手元に資料がないので答える
ことができない」という返事になってしまいます。公開の場で市の考え方
や方針をはっきり述べるためにも、答弁には十分な準備がされています。

A

那須塩原市牛乳消費拡大
PRキャラクターみるひぃ

市議会って？ ～今さら聞けないQ＆A～



～3月議会～
那須室内合奏団による那須室内合奏団による

ヴァイオリンとチェロによる雛まつりコンサートヴァイオリンとチェロによる雛まつりコンサート
那須室内合奏団による那須室内合奏団による

ヴァイオリンとチェロによる雛まつりコンサートヴァイオリンとチェロによる雛まつりコンサート
那須室内合奏団による

ヴァイオリンとチェロによる雛まつりコンサート

ひと足先の春を感じてみませんか
お気軽にお越しください

♪日　時　平成27年3月3日（火）

　　　　　午前9時30分～45分

♪演奏者　那須室内合奏団

カノン　風のワルツ　早春賦　ほか

第3回第第3回回第第第3回第3回回回第第第第第第3回第3回 議場コンサートンサ トトンサンササートサートトト議議場ココ議議議場コ議場コココ議 ンン議場コンサート議場コンサート

議会だより編集委員会
委 員 長　髙久　好一
副委員長　鈴木　伸彦
委　　員　藤村由美子　　星　　宏子
　　　　　齊藤　誠之　　佐藤　一則
　　　　　松田　寛人　　若松　東征

“読みやすく
　　親しみやすい紙面に
　　　　チャレンジing”

“読みやすく
　　親しみやすい紙面に
　　　　チャレンジing”

“読みやすく“読みやすく“読みやすく“読みやすく“読みやすく
親しみやすい紙面に親しみやすい紙面に親しみやすい紙面に親しみやすい紙面に親しみやすい紙面に

チャレンジing”チャレンジing”チャレンジing”チャレンジing”チャレンジing”

　いつも最後まで議会だよりをお読みいただき、あ
りがとうございます。
　新年を迎え早いもので2月の半ばを過ぎてしまい
ました。今年は那須塩原市制10周年という節目の
年です。今後さまざまな形でイベント等の行事が開
催されていきますので、ぜひご参加ください。
　今年は羊年だけに、市民の皆様と「柔らかく・暖
かい」1年を送りたいと思います。（松田）

2日
7日

8日
9日

23日

24日
27日
28日
30日
31日

庁舎建設検討特別委員会
愛知県西尾市議会来訪
鳥取県米子市議会来訪
新潟県新発田市議会来訪
那須地区議員交流会幹事会
議会報告会班長会議
　　建設水道常任委員会所管事務調査（愛知県東海市ほか）
議員全員協議会
議会活性化検討特別委員会
放射能対策検討特別委員会
島根県松江市議会来訪
茨城県ひたちなか市議会来訪
和歌山県田辺市議会来訪
庁舎建設検討特別委員会所管事務調査（東京都青梅市）
議会だより編集委員会
長崎県長崎市議会来訪

4日
6日

11日
13日

17日
18日
19日
20日
21日

那須地区議員交流会（大田原市役所）
庁舎建設検討特別委員会
　総務企画常任委員会所管事務調査（東京都町田市ほか）
議会報告会班長会議
議会運営委員会
議員全員協議会
議会活性化検討特別委員会
議会報告会（西那須野公民館）
議会報告会（稲村公民館）
山形県鶴岡市議会来訪
議会報告会（塩原公民館）
議会運営委員会
　　　　平成26年第4回那須塩原市議会定例会

8日
15日

16日
24日
25日

議会だより編集委員会
議員全員協議会
議会報告会班長会議
議会活性化検討特別委員会
議会だより編集委員会
庁舎建設検討特別委員会

【編集後記】

10月

12月

11月

議　
　

会　
　

日　
　

誌

15～17日

7～8日

28～12月16日

議会議会を傍聴傍聴してみませんかしてみませんか議会を傍聴してみませんか

http://www.city.nasushiobara.lg.jphttp://www.city.nasushiobara.lg.jphttp://www.city.nasushiobara.lg.jp

　議会定例会は　議会定例会は3月・6月・9月・12月3月・6月・9月・12月に
開催されます。開催されます。
　次の2月定例会は次の2月定例会は2月27日（金）開会2月27日（金）開会
予定予定です。です。
　詳しい内容は随時ホームページでお知ら　詳しい内容は随時ホームページでお知ら
せいたします。せいたします。

　議会定例会は3月・6月・9月・12月に
開催されます。
　次の2月定例会は2月27日（金）開会
予定です。
　詳しい内容は随時ホームページでお知ら
せいたします。

演奏曲目

読みやすく、親しみやすい紙面づくりのために、ぜひご意見をお聞かせください。
議会だよりに関するお問い合わせ・ご意見、または音声版議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
【E-mail】gikai@city.nasushiobara.lg.jp　　【TEL】0287（62）7181

◆12月定例会傍聴者数　　のべ　19人


